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《
寄
稿
・
随
想
》 

『
井
上
円
了
の
妖
怪
学
』
と 

『
ド
ラ
え
も
ん
漫
画
』
に
学
ぶ
！ 

  
 
 
 

 
 

 

副
支
部
長 

黒
井 

登
起
雄 

 
 
 
 
 
 

 
 

（
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

 

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】 

私
は
、
昭
和
40
（1

9
6
5

）
年
か
ら
の
6
年
間
、

東
洋
大
学
工
学
部
・
大
学
院
修
士
課
程
（
土
木
）

で
学
ん
だ
卒
業
生
で
す
。
時
間
の
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
、
半
世
紀
以
上
（
58
年
）
の
年
月
が
経

ち
、
川
越
の
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
を
懐
か
し
む
年

齢
に
な
っ
て
ま
し
た
（
喜
寿
を
迎
え
ま
し
た
）
。

川
越
キ
ャ
ン
パ

ス
も
、
学
部
・
学

科
も
多
く
な
り
、

工
学
部
か
ら
理

工
学
部
に
キ
ャ

ン
パ
ス
の
風
景

と
環
境
も
大
き

く
変
わ
り
ま
し

た
（
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
環
境
に
戸
惑
い
を

感
じ
ま
す
）。
私
は
、
卒
業
後
の
昭
和
46
（1

9
7
1

）

年
4
月
か
ら
、
東
京
都
立
大
学
工
学
部
（
当
時
は
、

世
田
谷
区
の
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
2
年
間
、
足

利
工
業
大
学
（
栃
木
県
足
利
市
、
現
在
の
足
利
大

学
）
に
お
い
て
43
年
間
、
主
に
「
土
木
材
料
（
セ

メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
の
材
料
と
コ
ン
ク
リ

ー
ト
強
度
に
関
す
る
特
性
」
な
ど
の
実
験
研
究

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
約
45
年
間
土
木
工
学

科
（
後
に
都
市
環
境
工
学
科
に
科
名
変
更
）
の
学

生
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
（
平
成

28
（2

0
1
6

）
年
3
月
末
日
満
69
歳
で
退

職
）
。
退
職
か
ら
満
7
年
が
経
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
と
そ
の
拡
大
に

よ
り
自
宅
待
機
、
外
出
自
粛
が
続
い
た
こ

と
も
あ
り
、
令
和
2
（2

0
2
0

）
年
9
月
16

日
は
、
、
熊
谷
の
自
宅
で
の
ん
び
り
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
PM

10  

30
～
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト

リ
ア
『
怪
異
に
立
ち
向
か
え
！
陰
陽
師
と

妖
怪
博
士
』
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
TV
）
を
見
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真-

1
）。
私
に

は
、
高
校
時
代
の
物
理
学
の
先
生
（
故
市

村
俊
彦
教
諭
）
が
授
業
の
中
で
盛
ん
に

「
テ
レ
パ
シ
ー
」「
超
常
・
心
霊
現
象
」
な

ど
に
つ
い
て
話
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
非
常
に
興
味
を
持
ち
（
感
化
さ
れ
た

か
も
？
）
、
昭
和
45
（1

9
7
0

）
年
以
降
に

そ
の
関
連
の
本
を
多
く
読
ん
で
い
た
こ

と
*1
、
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
、
ユ
リ･

ゲ
ラ
ー
の
「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
」
な
ど
の
超
常
・
心

霊
現
象
の
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
ら

を
観
て
い
た
こ
と
な
ど
も
背
景
に
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
度
の
番
組
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
経
緯
か
ら
、
東
洋
大
学
在
学
中
に
知
る

こ
と
に
な
っ
た
井
上
円
了
博
士
（
写
真-

2
）
の

教
え
、『
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
な
り
』
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
学
生
時
代
の
私
は
、『
諸
学
の
基
礎

は
哲
学
な
り
』
が
東
洋
大
学
の
建
学
の
精
神
で

あ
る
こ
と
だ
け
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
深
く
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

（
工
学
と
そ
の
精
神
を
結
び
付
け
て
考
え
る
こ

と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
）。
こ
の
度
は
、
日
常
生

活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
妖
怪
（
お
化

け･

天
狗
の
仕
業
、
鬼
神
の
祟
り
）
に
つ
い
て
の

円
了
博
士
の
研
究
（
妖
怪
の
分
類
な
ど
）
に
基
づ

く
「
心
理
を
探
求
す
る
教
え
（
真
実
を
極
め
る
精

神
）」
を
改
め
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
写
真-

3
参
照
。
私
に
は
、
面
白
く
も
あ
り
、

難
し
く
も
あ
り
で
し
た
）。
そ
の
後
に
、
私
が
取

り
組
ん
で
き
た
各
種
実
験
研
究
に
お
け
る
『
真

実
（
真
理
）
の
探
求
』
と
の
関
わ
り
と
、
実
験
研

究
に
お
け
る
真
実
探
求
の
『
発
想
の
原
点
』
を
も

う
一
度
見
詰
め
直
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

【
真
理
探
究
の
原
点
】 

 

井
上
円
了
博
士
の
教
え
、『
諸
学
の
基
礎
は
哲

学
な
り
』
と
は
、「
心
理
を
探
求
す
る
教
え
（
真

実
を
極
め
る
精
神
）」
と
、「
自
分
で
考
え
、
判
断

す
る
教
え
」
な
ど
の
教
育
理
念
の
下
で
身
に
付

け
る
こ
と
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。
円
了
博

士
は
、
写
真-

3
の
『
妖
怪
学
』
*2
の
中
で
、
先

に
示
し
た
「
妖
怪
」
を
自
身
の
哲
学
的
な
考
え
に

加
え
て
、
西
洋
的
な
自
然
科
学
、
医
学
の
知
識
を

使
っ
て
解
明
し
、
分
類
し
て
い
ま
す
（
図-

1
）。

す
な
わ
ち
、
人
間
の
誤
り
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 

 

写真-1 井上円了先生「妖怪学」（NHK歴史秘話ヒストリア映像写真）、2021 

 

写真-2 学祖井上円了先生の胸像 
  （理工学部〈川越〉キャンパス） 

 

 

写真-3 創立者井上円了博士著 
「妖怪玄談」表紙*2  
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「
虚
怪
」
と
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
「
実
怪
」
に

大
別
し
、
更
に
、「
虚
怪
」
を
人
間
の
意
思
に
よ

っ
て
起
こ
る
「
偽
怪
」
と
偶
然
起
こ
る
「
誤
怪
」

に
、「
実
怪
」
を
自
然
に
起
こ
る
「
仮
怪
」（
自
然

科
学
の
物
理
学
、
心
理
学
に
よ
っ
て
説
明
で
き

る
）
と
、
自
然
科
学
で
も
説
明
で
き
な
い
「
真
怪
」

（
本
質
的
な
原
因
の
判
ら
な
い
）
に
分
類
し
て

い
ま
す
*2
。
私
が
長
年
に
わ
た
り
取
組
ん
で
き

た
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
物
性
や
、

強
度
特
性
に
関
す
る
実
験
研
究
を
進
め
る
場
合

に
、
求
め
る
結
果
の
「
真
実
（
真
理
）
の
探
究
」

の
た
め
に
、
①
使
用
材
料
の
物
理
学
や
化
学
の

原
理
・
理
論
、
材
料
・
強
度
特
性
の
数
学
的
な
該

当
モ
デ
ル
な
ど
を
用
い
て
検
証
計
画
を
組
み
立

て
、
②
実
験
検
証
を
繰
り
返
し
て
、
正
し
い
（
正

し
い
と
思
わ
れ
る
）
答
え
、
真
の
物
性
値
、
特
性

値
を
導
き
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
手
法

は
、
円
了
博
士
の
説
く
、「
実
怪
」「
仮
怪
」「
物

怪
」
の
分
類
に
該
当
し
、
私
や
、
工
学
に
取
り
組

む
技
術
者
の
場
合
に

お
い
て
も
『
妖
怪
学
』

で
説
く
哲
学
（
真
理
を

探
究
す
る
教
え
）
が
そ

の
ま
ま
当
て
は
ま
り

（
当
然
で
す
が
）
、
吃

驚
し
て
い
ま
す
。
浅
学

の
円
了
思
想
し
か
持

ち
合
わ
せ
な
い
私
で

す
が
、
東
洋
大
学
の

「
教
育
理
念
」
が
工
学

教
育
や
、
工
学
に
お
け

る
研
究
解
明
に
も
繋

が
り
を
持
っ
て
い
た

こ
と
に
、
今
更
な
が
ら

実
感
し
た
（
強
く
感
じ

た
）
と
こ
ろ
で
す
。 

 

*1 

橋
本
健
「
超
物
理
学
入
門
」「
四
次
元
世
界
の
神
秘
」 

市
村
俊
彦
「
世
界
の
テ
レ
パ
シ
ー
現
象
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
」、

和
巻
耿
介
「
心
霊
ミ
ス
テ
リ
ー
」「
訳
：
謎
の
研
究-

ミ

ス
テ
リ
ア
ス
な
世
界-
」
、
小
田
秀
人
「
四
次
元
の
不
思

議
」
な
ど 

 

*2  

東
洋
大
学 

L
in
k

＠T
O
Y
O

（
今
こ
そ
身
に
つ
け
た
い

『
教
養
』、
大
人
の
た
め
のW

E
B

マ
ガ
ジ
ン
）
＃
先
生

に
学
ぶ
、2

0
1
7
A
u
g
u
st 2

5

（C
U
L
T
U
R
E

）「
明
治
時
代

に
こ
っ
く
り
さ
ん
の
謎
を
科
学
で
解
明
！
東
洋
大
学

創
立
者
・
井
上
円
了
氏
の
妖
怪
研
究
」
よ
り
参
考
引
用 

 

【
研
究
課
題
の
発
想
と
探
求
の
組
立
て
】 

 

私
は
、
前
述
の
よ
う
に
、「
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
材
料
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
に
関
す
る

特
性
」
な
ど
の
実
験
研
究
と
、
学
生
教
育
に
永
く

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
（
ほ
ぼ
45
年
間
に
わ
た

っ
て
）。
こ
の
期
間
に
教
育
・
研
究
へ
の
取
組
み

方
を
3
名
の
偉
大
な
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
、

強
く
影
響
を
受
け
て
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
*3

（
写
真-

4
参
照
）。
岩
﨑
先
生
に
は
、「
実
験
計

画
と
実
施
方
法
を
自
分
自
身
で
考
え
る
こ
と
」

を
、
村
田
先
生
か
ら
は
、「
尽
く
せ
ば
尽
く
す
ほ

ど
良
い
も
の
が
で
き
る
こ
と
」「『
感
じ
』
で
も
の

を
言
わ
ず
、
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
」
な
ど
を
、

ま
た
、
晩
年
を
迎
え
て
お
ら
れ
た
関
係
も
あ
り
、

國
分
先
生
か
ら
は
、
昭
和
55
（1

9
8
0

）
年
代
以
降

の
新
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
の
問
題
点
な
ど

を
細
か
く
・
的
確
に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

一
般
的
に
「
課
題
の
解
明
」
の
場
合
、「
正
解

が
一
つ
」
と
云
う
こ
と
は
、
少
な
く
、「
課
題
か

ら
複
数
の
正
解
を
導
く
」「
課
題
の
複
数
の
正
解

か
ら
よ
り
良
い
答
え
を
導
く
」
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
平
成
14
（2

0
0
4

）
年
頃
か
ら
、
高
校
の

教
育
課
程
に
お
け
る
「
課
題
研
究
」
や
小
中
学
校

の
教
育
課
程
に
お
け
る
「
総
合
学
習
」
へ
の
取
り

組
み
教
材
の
開
発
・
研
究
が
各
方
面
で
活
発
に

研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
等
・
高
等
教
育
に

お
い
て
、
「
正
解
の
な
い
課
題
の
答
え
を
導
く
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

 

図-1 妖怪（お化け・天狗の仕業）の分類*2 

 

図-2 ドラえもんの土木のひみつ（土木学会監修） 図-3 ドラえもんの土木のひみつ 
1993年*4                                               （記載例 1）*4 

 

図-4 ドラえもんの土木のひみつ（記載例 2）*4  図-5 ドラえもんの土木のひみつ（記載例 3）*4 

 
写真-4 私のコンクリート研究（材料研究）の原点*5 

《「卒業後の体験」に関する投稿依頼》              （広報担当 黒井登起雄） 

 校友会埼玉県東部支部では、2020年 8月から「彩の国さいたま」（リーフレット電子版）を校
友会 HPの支部ブログに掲載し、支部会員の皆様に提供しています。既に、創刊して第 19号を

掲載しました。会員の皆様にお願いです。是非、「卒業後の体験」に関する随筆を執筆、寄稿し
て頂きたいのです。原稿は、600、1200、1800、2400、3000の字数の何れでも結構です。投稿に
際しては、執筆者の顔写真の提供と、原稿に関連した図および写真の借用をお願いします。 
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著
者
も
、
長
年
に
わ
た
っ
て
「
研
究
課
題
に
お
け

る
正
解
を
導
く
」
作
業
を
実
験
研
究
の
ス
テ
ー

ジ
で
繰
り
返
し
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

私
の
手
元
に
は
、
「
の
ぞ
い
て
み
よ
う 

ド
ラ

え
も
ん
の
土
木
の
ひ
み
つ
」
と
云
う
小
冊
子
*4

が
あ
り
ま
す
（
写
真-
2
～
5
）。
内
容
は
、「
橋

の
は
な
し
」「
海
底
ト
ン
ネ
ル
」「
ダ
ム
の
ひ
み
つ
」

「
ひ
み
つ
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
」「
土
木
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
未
来
計
画
都
市
」
な
ど
、
多
様
な
土
木

工
事
が
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、「
完
全
土
木
セ
ッ
ト
」「
逆
世
界
入

り
こ
み
オ
イ
ル
」「
万
能
工
作
て
ぶ
く
ろ
」「
ビ
ッ

グ
ラ
イ
ト
」「
速
読
説
明
機
」「
ど
こ
で
も
ド
ア
」

「
穴
掘
り
機
」「
復
元
光
線
」「
マ
グ
マ
発
電
機
」

「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
都
市
メ
ー
カ
ー
」「
ノ
ビ
ー
ル
水

道
管
と
は
い
水
管
」「
タ
イ
ム
ジ
ャ
ン
プ
レ
ー
ス

ゲ
ー
ム
」
な
ど
の
『
ド
ラ
え
も
ん
の
ひ
み
つ
道
具
』

が
登
場
し
て
い
ま
す
。
昭
和
45
（1

9
7
0

）
年
か
ら

小
学
館
に
20
数
年
間
（1

9
9
1

年
ま
で
）
連
載
さ

れ
た
『
ド
ラ
え
も
ん
』
シ
リ
ー
ズ
に
は
、「
ど
こ

で
も
ド
ア
」「
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
」「
糸
な
し
糸
電
話
」

「
あ
べ
こ
べ
世
界
ミ
ラ
ー
」「
ウ
ル
ト
ラ
ク
ラ
ッ

シ
ャ
ー
」「
黄
金
バ
ッ
ト
」「
地
中
潜
望
鏡
」「
タ

イ
ム
マ
シ
ン
」
な
ど
の
代
表
的
な
『
ひ
み
つ
道
具
』

が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
、
研
究
者
、

技
術
者
、
設
計･

施
工
者
お
よ
び
学
生
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
・
技
術
開
発
、
も
の
づ
く
り
、

構
造
物
設
計
な
ど
の
各
分
野
に
適
し
た
『
何
ら

か
の
（
ド
ラ
え
も
ん
の
）
ひ
み
つ
の
道
具
』
を
み

つ
け
、、
そ
れ
（
そ
れ
ら
）
を
活
用
し
て
目
的
の

結
果
を
導
き
出
し
て
い
た
の
か
も
し
て
ま
せ
ん

（
写
真-

5
、
図-

6
）。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
読

み
解
く
と
、『
ド
ラ
え
も
ん
漫
画
シ
リ
ー
ズ
』
は
、

非
常
に
有
意
義
な
知
見
を
私
に
授
け
て
く
れ
ま

し
た
。
7  

8
年
程
前
に
、
川
崎
市
の
「
藤
子･

F･

不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
訪
れ
、『
ひ
み
つ

の
道
具
』
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
て
き
ま

し
た
。
私
の
45
年
間
の
技
術
・
研
究
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
ご
と
に
、
必
ず
『（
解
析
理
論
、

実
験
・
試
験
手
法
な
ど
の
）
ひ
み
つ
の
道
具
』
を

当
て
は
め
、
成
果
を
導
き
出
す
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
14
（2

0
0
4

）
年
頃
か
ら
の

小
学
生
や
、
高
校
生
に
対
す
る
模
擬
授
業
な
ど

に
お
い
て
は
、
親
し
み
易
く
、
か
つ
、
解
り
易
い

上
記
の
「
の
ぞ
い
て
み
よ
う 

ド
ラ
え
も
ん
の
土

木
の
ひ
み
つ
」
や
、
続
編
の
「
た
ず
ね
て
み
よ
う 

ド
ラ
え
も
ん
の
土
木
と
く
ら
し
」（
非
売
品
）
な

る
冊
子
*4
を
素
材
に
し
た
デ
ィ
ジ
タ
ル
視
覚
画

像
を
有
効
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
（
図-

2

～
5
、
写
真-

6
、
写
真-

7
）。
大
学
を
退
職
し

た
今
も
、「
完
全
土
木
セ
ッ
ト
」「
完
全
劣
化
診
断

セ
ッ
ト
」
な
ど
の
「
ひ
み
つ
の
道
具
」
が
欲
し
い

と
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。 

 

*3  

3
名
の
先
生
の
皆
様
方
に
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
受

け
た
の
か
に
つ
い
て
の
更
な
る
詳
細
な
記
述
は
、
ま
た

別
の
機
会
に
と
思
い
ま
す 

*4 
(

公
社)

土
木
学
会
「
の
ぞ
い
て
み
よ
う
ド
ラ
え
も
ん
の

土
木
の
ひ
み
つ
」（
非
売
品
）
、
小
学
館
、
平
成
5
（1

9
9
3

）

年
9
月
（
こ
の
冊
子
は
、
小
学
館
「
小
学
4
年
生
」
の

平
成
4
年
4
月
号
か
ら
9
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

に
、
加
筆
・
修
正
を
加
え
て
再
編
集
さ
れ
た
も
の
で
す
） 

*5 

黒
井
登
起
雄
：
最
終
講
義
論
文
集 

“C
o
n
-C
reate

“
に

学
ぶ
～
私
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
45
年
～
（C

D
-R
O
M

） 
 

【
エ
ピ
ロ
ー
グ
】 

 

私
が
学
ん
だ
東
洋
大
学
の
「
心
理
を
探
求
す

る
教
え
」
と
、「
自
分
で
考
え
、
判
断
す
る
教
え
」

な
ど
の
教
育
理
念
を
改
め
て
考
え
、
ま
た
、「
ド

ラ
え
も
ん
漫
画
シ
リ
ー
ズ
」
の
発
想
の
す
ば
ら

し
さ
を
見
直
し
て
み
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
め

ぐ
り
逢
い
を
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

対
話
型
人
工
知
能
（
AI
）
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｔ
Ｐ
が
出

現
し
、「
自
分
で
考
え
る
こ
と
」
や
、「
物
事
の
発

想
す
る
こ
と
」
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

（
足
利
工
業
大
学
〈
現
足
利
大
学
〉
名
誉
教
授
） 

 

写真-5 高強度コンクリートの破壊状況（f’c=100N/mm2）*5 

 
図-6 曲げ強度試験における 3等分点載荷位置の圧力分布*5 

 

写真-6 「模擬授業」教材の一事例 
（ドラえもんのひみつ）橋編より*4 

 

写真-7 「模擬授業」における教材の一事例 
    『模擬授業（授業宅配便）』2012.1.16（Fri） 
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